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各  位 

会 社 名 ＡＳＴＩ株式会社 

代 表 者 名  代表取締役社長 波多野淳彦 

（コード番号 6899 東証スタンダード市場） 

問 合 せ 先  経営本部総務部長 上野敏宏 

 （TEL 053-444-5111） 

 

2026年３月期第２四半期（中間期）連結業績予想と実績値との差異 

および特別損失ならびに特別利益の計上に関するお知らせ 
 

2025年５月 14日に公表いたしました 2026年３月期の第２四半期累計期間の連結業績予想と本日発表の実

績値に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

また、2026 年３月期の第２四半期累計期間において、特別損失（事業整理損）ならびに特別利益（固定資

産売却益）を計上することとなりましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 
 

１．2026 年３月期 第２四半期累計期間 連結業績予想数値と実績値との差異 

（2025 年４月１日～2025年９月 30 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に
帰属する 

四半期純利益 

１株当たり 
四半期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

30,000 400 400 300 95.98 

実 績 値（Ｂ） 30,713 585 525 439 140.64 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 713 185 125 139 － 

増 減 率（％） 2.4 46.4 31.4 46.5 － 

(ご参考)前期第２四半期実績 
(2025 年３月期 第２四半期) 30,533 533 356 160 51.33 

 

２．差異の理由 

第２四半期決算手続きにより処理を確定した結果、主に民生産業機器における通信用スイッチユニットの

売上高の増加に伴い営業利益、経常利益が増加となりました。また、中国子会社の事業廃止に伴う固定資産

の売却、事業廃止に伴う費用の計上等により親会社株主に帰属する四半期純利益においても業績予想を上回

ったことにより前回発表予想と実績値に差異が発生いたしました。 

     

・特別損失（事業整理損）の計上 

2026 年３月期第２四半期（中間期）において 392 百万円の事業整理損を計上しております。これは、

中国子会社におけるワイヤーハーネス事業廃止に伴い発生した棚卸資産評価損及び退職する従業員に

支払う経済補償金の計上によるものであります。 

 

・特別利益（固定資産売却益）の計上 

2026年３月期第２四半期（中間期）において523百万円の固定資産売却益を計上しております。こ

れは、主に中国子会社におけるワイヤーハーネス事業廃止に伴い、不要となった工場及び借地権の一

部の売却によるものであります。 



 

 なお、通期業績予想につきましては、米国通商政策により主に二輪車・船外機向け製品において当社客先

における需要減少が見込まれるため、従前の予想数値を据え置いております。 

業績予想の修正が必要となった場合は、速やかに公表させていただきます。 

 

以 上 


